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「
食
品
衛
生
法
」
が
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
本
年
６
月
よ
り
施
行

　

２
０
１
８
年
に
食

品
衛
生
法
及
び
食
品

表
示
法
が
改
正
さ
れ
、

２
０
２
１
年
６
月
１
日

か
ら
食
品
等
に
関
わ
る

事
業
者
が
食
品
等
の
自

主
回
収
（
リ
コ
ー
ル
）
を

行
う
場
合
、
食
品
衛
生
法

及
び
食
品
表
示
法
に
基

づ
き
、
自
主
回
収
情
報
を

行
政
に
届
け
出
る
こ
と

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

法
改
正
以
前
は
食
品
衛

生
法
第
59
条
に
基
づ
く

行
政
処
分
と
し
て
の
回

収
命
令
は
有
り
ま
し
た

が
、
事
業
者
が
行
う
自
主

回
収
に
関
し
て
は
法
に

基
づ
く
規
定
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

都
道
府
県
レ
ベ
ル
で

は
条
例
等
に
よ
り
自
主

回
収
を
行
っ
た
場
合
の

報
告
を
事
業
者
に
求
め

る
所
も
有
り
ま
し
た
が
、

届
け
出
の
基
準
、
対
象
範

囲
、
公
表
基
準
な
ど
に
つ

い
て
は
都
道
府
県
に
よ

っ
て
差
異
の
あ
る
も
の

で
し
た
。
こ
の
為
食
品

流
通
が
広
域
化
し
て
い

る
現
在
の
状
況
下
で
は
、

一
般
消
費
者
に
と
っ
て

速
や
か
で
十
分
な
情
報

提
供
の
仕
組
み
と
は
言

え
な
い
状
況
で
し
た
。

　

届
け
出
の
あ
っ
た
自

主
回
収
情
報
は
厚
生
労

働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

食
品
衛
生
申
請
等
シ
ス

テ
ム
か
ら
確
認
で
き
、
消

費
者
に
対
し
て
一
元
的

か
つ
速
や
か
に
情
報
提

供
で
き
る
こ
と
に
な
り
、

対
象
食
品
の
喫
食
を
防

止
し
た
り
、
健
康
危
害
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
出

来
ま
す
。

１
．�

自
主
回
収
報
告
の

流
れ

① 

回
収
に
着
手
（
事
業

者
）

　

回
収
に
着
手
と
は
事

業
者
が
自
主
回
収
を
行

う
こ
と
を
決
定
し
、
回
収

に
関
す
る
情
報
提
供
を

製
品
の
納
入
先
等
に
行

っ
た
時
点
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

②
届
け
出
（
事
業
者
）

　

食
品
衛
生
申
請
等
シ

ス
テ
ム
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ

ｓ
：
／
／
ｉ
ｆ
ａ
ｓ
．
ｍ

ｈ
ｌ
ｗ
．
ｇ
ｏ
．
ｊ
ｐ
／

ｆ
ａ
ｓ
ｐ
ｔ
ｅ
／
ｐ
ａ

ｇ
ｅ
／
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｎ
．
ｊ

ｓ
ｐ
）
の
リ
コ
ー
ル
情
報

届
け
出
に
必
要
事
項
を

入
力
し
回
収
事
案
の
登

録
を
行
う
（
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス

Ｉ
Ｄ
の
作
成
が
必
要
）。

登
録
が
完
了
後
、
管
轄

す
る
都
道
府
県
等
本
庁
・

保
健
所
に
対
し
て
、
回
収

事
案
登
録
の
旨
を
メ
ー

ル
で
通
知
す
る
。

③ 
届
け
出
を
受
理
（
保
健

所
）

　

②
で
届
け
出
の
あ
っ

た
回
収
情
報
を
受
理
し
、

重
篤
な
健
康
被
害
発
生

の
可
能
性
に
応
じ
て
ク

ラ
ス
分
類
を
行
う
。

　

環
境
衛
生
（
健
康
保

持
、
疫
病
予
防
等
）
は
、

か
つ
て
は
警
察
法
の
所

管
で
し
た
。
昭
和
22
年

に
食
品
衛
生
法
で
き
、

食
に
関
し
て
の
所
管
は
、

警
察
か
ら
厚
労
省
に
変

わ
り
ま
し
た
。
当
時
は

戦
後
の
混
乱
期
で
衛
生

環
境
も
大
変
悪
い
時
代

で
し
た
。
そ
の
後
環
境

変
化
に
合
わ
せ
手
直
し

が
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

食
品
製
造
技
術
、
衛
生

管
理
手
法
、
物
流
等
の

発
展
は
目
覚
ま
し
い
も

の
が
あ
り
、
食
は
狭
い

地
域
で
の
流
通
で
済
ま

ず
、
世
界
中
か
ら
手
当

て
さ
れ
る
状
況
に
な
り
、

食
品
衛
生
法
も
世
界
を

視
野
に
入
れ
た
、
改
正

の
必
要
性
が
出
て
き
ま

し
た
。
２
０
１
７
年
８

月
に
広
域
に
ま
た
が
る

重
篤
な
食
中
毒
事
件
が

発
生
し
、
こ
の
事
件
を

契
機
に
、
厚
生
労
働
省

は
、
食
品
衛
生
法
の
抜

本
的
な
改
正
に
踏
み
切

り
ま
し
た
。
但
し
、
改

正
は
、
全
て
の
食
品
事

業
者
に
義
務
を
課
す
も

の
と
な
る
た
め
、
広
く

現
場
の
意
見
を
取
り
入

れ
議
論
を
重
ね
た
う
え

法
案
が
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
準
備
・
周
知
期
間

も
特
別
に
長
く
と
り
ま

し
た
が
、
２
０
２
１
年

６
月
よ
り
施
行
と
な
り

ま
す
。
従
っ
て
、
食
品

事
業
者
は
、
本
年
６
月

よ
り
、
取
り
組
み
の
義

務
が
発
生
し
ま
す
。

①
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ

た
衛
生
管
理
の
制
度
化

　
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ

く
衛
生
管
理
」（
自
ら
衛

生
管
理
計
画
を
作
成
し

実
行
）
が
、
求
め
ら
れ

ま
す
。
但
し
、
小
規
模

事
業
者
等
は
、「
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
を
取
り

入
れ
た
衛
生
管
理
」（
手

引
書
を
基
に
し
た
衛
生

管
理
計
画
を
実
行
）
を

選
択
で
き
る
も
の
と
し

ま
し
た
。

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、
事

業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
工

場
に
お
け
る
食
品
製
造

工
程
に
つ
い
て
、
主
体

的
に
危
害
要
因
を
分
析

し
管
理
シ
ス
テ
ム
を
設

定
・
運
営
す
る
も
の
で

す
。
何
を
ど
こ
で
ど
の

よ
う
に
管
理
す
る
か
は
、

事
業
者
自
ら
が
考
え
、

設
定
し
、
実
施
し
、
そ

の
証
拠
を
残
す
と
い
う

作
業
シ
ス
テ
ム
で
す
。

必
ず
し
も
施
設
整
備
を

求
め
て
い
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。（
食
品
衛

生
法
は
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

認
証
ま
で
は
求
め
て
い

ま
せ
ん
。）

　
②
営
業
届
け
出
制
度
の

創
設
と
営
業
許
可
制
度

の
見
直
し
（
3
分
類
（
許

可
、
届
出
、
届
出
不
要
））

　

従
来
の
食
品
衛
生
法

で
は
、
当
時
、
衛
生
管

理
が
重
要
と
判
断
し
た

34
業
種
に
営
業
す
る

た
め
に
は
許
可
が
必
要

と
の
制
度
で
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
34
業
種

の
分
類
で
は
、
現
状
に

則
さ
な
い
面
も
で
て
き

て
お
り
、
編
成
し
直
し

32
業
種
に
お
い
て
許
可

が
必
要
と
改
正
し
ま
し

た
。

 

一
方
、
食
中
毒
の
原

因
追
及
、
拡
大
防
止
、

今
後
の
予
防
策
等
を
図

る
た
め
に
は
、
原
料
調

達
等
食
品
事
業
に
か
か

わ
る
事
業
者
を
行
政
と

し
て
把
握
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
基

本
的
に
は
、
食
品
に
か

か
わ
る
全
て
の
事
業
者

を
対
象
と
し
た
届
出
制

度
を
新
た
に
作
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、

食
品
事
業
者
の
中
に
は

食
中
毒
の
リ
ス
ク
が
な

い
業
種
も
一
部
あ
り
、

業
種
を
特
定
し
届
出
対

象
外
と
し
ま
し
た
。

　
「
一
般
衛
生
管
理
」

は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
基

礎
と
な
る
衛
生
管
理

で
あ
り
、
規
模
の
大

小
に
関
ら
ず
、
従
来

と
同
様
、
全
て
の
食

品
等
事
業
者
が
実
施

し
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
な
お
一
般
衛

生
管
理
も
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
と
同
様
に
、
計
画

書
や
手
順
書
（
Ｓ
Ｓ

Ｏ
Ｐ
：
衛
生
標
準
作

業
手
順
書
）
を
作
成

し
実
行
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
抜
本
的
に
改
正
さ
れ
た
食
品
衛
生
法
は
、
２
０
２
１
年
６
月
に
周
知
期
間
を
終
え
施
行
さ
れ
ま
す
。
食
品
事

業
者
は
、
実
践
す
る
義
務
が
発
生
し
ま
す
。
主
な
改
正
３
点
（
①
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
の
制
度
化

　
②
営
業
届
け
出
制
度
の
創
設
と
営
業
許
可
制
度
の
見
直
し　

③
食
品
等
の
自
主
回
収
報
告
制
度
の
創
設
）

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。（
①
、
②
に
つ
い
て
は
、
改
正
ポ
イ
ン
ト
に
絞
っ
た
説
明
）

④
報
告
（
保
健
所
）

　

回
収
情
報
を
食
品
衛

生
申
請
等
シ
ス
テ
ム
で

厚
生
労
働
省
・
消
費
者
庁

に
報
告
す
る
。
両
省

庁
は
回
収
情
報
を
一
元

管
理
す
る
。

⑤
公
表

　

消
費
者
は
食
品
衛
生

申
請
等
シ
ス
テ
ム
よ
り

自
主
回
収
さ
れ
る
食
品

の
情
報
の
確
認
が
で

き
る
。

⑥ 

変
更
の
届
出
（
事
業

者
）

　

事
業
者
は
届
け
出
事

項
に
変
更
の
あ
っ
た
時

は
、
遅
滞
な
く
そ
の
旨
を

食
品
衛
生
申
請
等
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
て
届
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑦ 

回
収
終
了
の
届
出
（
事

業
者
）

　

食
品
等
の
回
収
が
終

了
し
た
時
は
、
遅
滞
な
く

そ
の
旨
を
食
品
衛
生
申

請
等
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
届
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２
．�

届
け
出
の
対
象
と

な
る
事
例

　

身
体
に
健
康
上
の
危

害
を
発
生
さ
せ
る
恐
れ

の
あ
る
内
容
が
対
象
と

な
る
。
以
下
の
事
例
を
参

考
と
さ
れ
た
い
。

① 

食
品
衛
生
法
に
違
反

す
る
食
品
等

ア
） 

腸
管
出
血
性
大
腸
菌

に
汚
染
さ
れ
た
生
食

用
野
菜
、
ナ
チ
ュ
ラ

ル
チ
ー
ズ
な
ど
加
熱

せ
ず
に
そ
の
ま
ま
喫

食
す
る
食
品

イ
） 

シ
ー
ル
不
良
等
に
よ

り
腐
敗
・
変
敗
し
た

食
品

ウ
） 

硬
質
異
物
（
ガ
ラ
ス

片
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

等
）
が
混
入
し
た
食

品

エ
） 

一
般
細
菌
数
や
大
腸

菌
群
な
ど
の
成
分

規
格
が
不
適
合
の

食
品

オ
） 

添
加
物
の
使
用
基
準

に
違
反
し
た
食
品

② 

食
品
衛
生
法
違
反
の

恐
れ
が
あ
る
食
品
等

ア
） 

違
反
食
品
等
の
原
因

と
同
じ
原
材
料
を

使
用
し
て
い
る

イ
） 

汚
染
が
生
じ
て
い
る

食
品
等
と
同
じ
製

造
方
法
、
製
造
ラ
イ

ン
で
作
ら
れ
た
食

品

③ 

食
品
表
示
法
違
反
の

食
品
等

ア
） 

小
麦
粉
を
使
用
し
て

い
る
が
、
小
麦
の
ア

レ
ル
ゲ
ン
表
示
が

欠
落
し
た
食
品

イ
） 

消
費
期
限
に
つ
い

て
、
本
来
表
示
す
る

べ
き
期
限
よ
り
も

長
い
期
限
を
表
示

し
た
食
品

ウ
） 

ア
ス
パ
ル
テ
ー
ム
を

使
用
し
て
い
る
が
、

Ｌ
ー
フ
ェ
ニ
ル
ア

ラ
ニ
ン
化
合
物
を

含
む
旨
の
表
示
が

欠
落
し
た
食
品

３
．
罰
則
規
定

　

食
品
等
に
関
わ
る
事

業
者
が
、
自
主
回
収
情
報

を
届
け
出
せ
ず
、
又
は
虚

偽
の
報
告
を
し
た

合
に
は
、
罰
則
（
50
万
円

以
下
の
罰
金
）
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

４
．�

自
主
回
収
の
イ
メ

ー
ジ
と
食
品
衛
生

申
請
等
シ
ス
テ
ム

の
概
要

　

厚
生
労
働
省
・
消
費
者

庁
よ
り
出
て
い
る
食
品

の
自
主
回
収
の
イ
メ
ー

ジ
の
表
と
食
品
衛
生
申

請
等
シ
ス
テ
ム
の
概
要

を
表
し
た
表
を
提
示
し

ま
す
。
概
要
に
つ
い
て
理

解
し
て
頂
く
と
共
に
記

載
さ
れ
て
い
る
ア
ド
レ

ス
に
ア
ク
セ
ス
し
詳
細

を
確
認
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

③
食
品
等
の
自
主
回
収
報
告
制
度
の
創
設
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消
費
者
に
対
し
て
行
う
価
格
表
示
を
対
象
と

し
て
、
本
年
４
月
よ
り
、
一
目
で
分
か
る
よ
う

に
税
込
み
価
格
を
表
示
す
る
こ
と
が
義
務
化
と

な
る
。

本
年
４
月
か
ら
価
格
表
示
が
「
税
込
総
額
表
示
」
へ
義
務
化

〒274-8502  千葉県船橋市習志野4-16-12
TEL 047-456-5013　FAX 047-456-5082

　
「
総
額
表
示
」
義
務

化
周
知
の
た
め
期
間

が
過
ぎ
、
本
年
４
月

１
日
よ
り
義
務
化
と

な
り
ま
す
。
総
額
表

示
義
務
は
、
事
業
者

が
消
費
者
に
対
し
て

行
う
価
格
表
示
が
対

象
で
す
。

　

消
費
者
が
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す

る
際
「
消
費
税
を
含

む
価
格
」
が
一
目
で

分
か
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
店
頭
の
値
札
・

棚
札
、
チ
ラ
シ
・
カ

タ
ロ
グ
・
広
告
な
ど

が
対
象
で
す
。（
事
業

者
間
で
や
り
取
り
さ

れ
る
価
格
の
表
示
は
、

対
象
と
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。）

　

従
っ
て
こ
れ
ら
に

よ
り
総
額
が
一
目
で

分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
れ
ば
、
個
々
の

商
品
自
体
に
は
税
抜

き
価
格
の
み
の
表
示

で
も
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
レ
ジ
シ

ス
テ
ム
の
変
更
を
義

務
付
け
る
も
の
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
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米
の
価
格
形
成
に
つ
い
て

　
農
作
物
の
価
格
は
、
基
本
的
に
は
需
給
と
在
庫
量
に
よ
り
決
ま
る
も
の
で
す
。

だ
が
米
関
連
に
は
、
毎
年
約
６
千
億
円
も
の
農
水
省
予
算
が
つ
き
、
更
に
収
穫
前

に
①
②
③
の
価
格
が
提
示
さ
れ
る
と
の
、
他
に
は
な
い
環
境
下
で
米
の
価
格
形
成

が
図
ら
れ
る
と
い
え
ま
す
。
米
価
形
成
の
要
素
（
①
～
⑥
）
と
直
近
の
米
価
関
連

情
報
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

米
価
形
成
の
要
素

　
　
　
　
　
（
指
標
等
）

①�

政
府
備
蓄
米
入
札　

（
農
水
省
と
Ｊ
Ａ
）

②�

播
種
前
の
事
前
契
約

　
（
Ｊ
Ａ
と
米
卸
）

③�

概
算
金
（
仮
渡
金
）

（
Ｊ
Ａ
と
米
生
産
者
）

④�

Ｓ
Ｂ
Ｓ
米
入
札　

（
農
水
省
と
商
社
・

米
卸
等
）

⑤�

農
水
省
施
策
（
補
助

金
等
）（
農
水
省
←

Ｊ
Ａ
）

⑥�

相
対
取
引
価
格
の
公

表　
（
農
水
省
に
よ

る
調
査
→
Ｊ
Ａ
と
米

卸
）

①
政
府
備
蓄
米
入
札

　

政
府
は
、
毎
年
約

20
万
ｔ
の
米
を
備
蓄
用

と
し
て
入
札
に
よ
り
買

い
入
れ
ま
す
。

　

各
産
地
の
生
産
者

（
Ｊ
Ａ
）
が
、
米
を
取

り
巻
く
状
況
を
勘
案

し
、
入
札
（
銘
柄
、
価

格
と
数
量
）
し
ま
す
。

　

落
札
結
果
は
、
数
量

は
随
時
公
表
さ
れ
ま
す

が
、
米
価
は
入
札
が
全

て
終
わ
っ
て
か
ら
公
表

さ
れ
ま
す
。

②
播
種
前
の
事
前
契
約

　

Ｊ
Ａ
か
ら
播
種
前

に
、
事
前
契
約
分
に
つ

い
て
、
米
卸
に
対
し
て

産
地
・
銘
柄
ご
と
に
基

準
と
な
る
米
価
を
提
示

し
ま
す
。

　

但
し
、
米
価
は
、
基

準
価
格
±
10
％
の
範
囲

で
獲
れ
秋
に
決
ま
り
ま

す
。
全
農
（
Ｊ
Ａ
）
は
、

基
準
価
格
を
取
り
ま
と

め
て
一
覧
表
に
し
て
公

表
し
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
元
年
よ
り
取
り
ま

と
め
た
公
表
は
し
な
く

な
り
ま
し
た
。

　
（
業
界
紙
は
、
米
卸

に
提
示
さ
れ
た
基
準
価

格
を
聞
き
取
っ
て
記
事

に
し
て
お
り
、
結
果
は

知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。）

③
概
算
金
（
仮
渡
金
）

　

収
穫
時
期
に
、
各
県

Ｊ
Ａ
は
、
米
を
集
め
る

た
め
に
、
生
産
者
に
、

銘
柄
別
に
仮
渡
金
を
提

示
し
ま
す
。

④
Ｓ
Ｂ
Ｓ
米
入
札

　

政
府
は
、
外
国
産
米

を
輸
入
し
主
食
用
と
し

て
入
札
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）
に

か
け
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
産
米
の

価
格
に
影
響
が
出
な
い

よ
う
に
と
最
近
で
は
、

お
お
よ
そ
キ
ロ
当
た
り

60
円
程
度
マ
ー
ク
ア
ッ

プ
（
下
駄
を
履
か
せ
る
）

が
あ
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｂ
Ｓ
米
の
入
札

は
、
国
産
米
の
価
格
が
、

高
騰
し
過
ぎ
る
と
活
発

に
な
り
、
値
ご
ろ
感
あ

る
価
格
の
場
合
不
活
発

に
な
る
状
況
が
毎
年
繰

り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
農
水
省
施
策
（
補
助

金
等
）

　

米
関
連
の
予
算
は
毎

年
お
お
よ
そ
６
千
億
円

と
高
額
で
使
い
方
次
第

で
価
格
操
作
で
き
る
額

と
言
え
ま
す
。
農
水
省

に
は
「
米
穀
の
需
給
及

び
価
格
の
安
定
に
関
す

る
基
本
方
針
」
が
あ
り
、

26年27年28年29年平成30年元年令和２年
7,000

8,000

9,000

10,000
11,000

12,000
13,000

14,000
12,33912,971 12,81512,529

11,644

10,083

8,654

概算金平均（円）（全銘柄）

26年27年28年29年平成30年元年令和２年
7,000
8,000
9,000
10,000
11,000
12,000
13,000
14,000
15,000
16,000
17,000

14,41014,921 14,93114,604
13,709

12,952
12,175

相対基準価格平均（円）（全銘柄）

26年27年28年29年平成30年元年令和２年
7,000
8,000
9,000
10,000
11,000
12,000
13,000
14,000
15,000
16,000
17,000

14,944
15,761 15,688 15,595

13,175
11,967

（全銘柄）相対取引価格平均

14,307

斡旋物資一覧表

消
費
者
と
生
産
者
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
、
消
費

者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

農
業
を
目
指
し
長
期
的

に
農
業
を
発
展
さ
せ
る

方
針
と
言
い
換
え
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　

消
費
者
に
支
持
さ
れ

て
発
展
が
望
め
る
の
で

あ
り
、
共
に
栄
え
る
施

策
に
し
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

⑥
相
対
取
引
価
格

　

実
際
に
米
取
引
が
行

わ
れ
た
結
果
を
、
農
水

省
が
売
り
買
い
双
方
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
米
価

を
毎
月
公
表
し
ま
す
。

令
和
３
年
産
米
の
価
格

に
関
わ
る
動
き

①
政
府
備
蓄
米
入
札
よ

り
　

本
年
は
、
２
月
に

行
わ
れ
た
最
初
の
入

札
で
ほ
ぼ
全
量
が
落

札
さ
れ
ま
し
た
。（
通

常
は
、
初
回
入
札
は
様

子
見
）
業
界
紙
報
道
で

は
、
玄
米
60
ｋ
当
た
り

の
価
格
は
、
前
年
比
２
，

０
０
０
安
で
し
た
。

　

生
産
者
側
（
Ｊ
Ａ
）

は
、
今
ま
で
に
な
い
初

回
で
ほ
ぼ
全
量
落
札
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
米
価

は
少
な
く
と
も
前
年

比
２
，
０
０
０
円
以
上

下
が
る
と
予
測
さ
れ
ま

す
。

②
播
種
前
の
事
前
契
約

　

Ｊ
Ａ
は
令
和
３
年
産

米
の
基
準
価
格
は
、
令

和
２
年
と
同
価
格
で
米

卸
に
３
月
よ
り
提
示
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、
米

卸
は
、
政
府
備
蓄
米
の

落
札
状
況
を
踏
ま
え
、

基
準
価
格
か
ら
の
値
幅

マ
イ
ナ
ス
10
％
の
価
格

下
落
で
は
済
ま
な
い
と

予
測
し
、
提
示
の
基
準

米
価
で
は
、
事
前
契
約

は
進
ん
で
い
な
い
模
様

で
す
。

令和 3年 3月 1日現在
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（
公
社
）
日
本
炊
飯
協

会
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
支
援

法
に
基
づ
く
高
度
化
計

画
の
指
定
認
定
機
関
に

な
っ
て
お
り
、
す
で
に

約
１
２
０
施
設
の
高
度

化
認
定
を
行
な
っ
た
実

績
を
持
っ
て
い
ま
す
。

安
全
で
安
心
で
き
る
お

い
し
い
ご
は
ん
を
提
供

す
る
為
に
炊
飯
事
業
を

行
な
っ
て
い
る
経
営
者

の
皆
様
、
一

度
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
の
取
得
を

考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

取
得
の
お
手

伝
い
の
た
め

に
、
日
本
炊

飯
協
会
が
行

な
っ
て
い
る

事
前
ア
ド
バ

イ
ス
の
制
度

に
つ
い
て
解

説
い
た
し
ま

す
。

　
「
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
を
取
得

す
る
に
は
お

金
が
か
か
る
、

炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
取
得
を
お
考
え
の
炊
飯
事
業
者
様

炊
飯
協
会
が
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
（
事
前
ア
ド
バ
イ
ス
）

特
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

や
申
請
費
用
に
ど
れ
だ

け
お
金
が
か
か
る
の
か

心
配
だ
」
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？

　

民
間
の
認
定
機
関
と

違
っ
て
公
益
法
人
で
す

か
ら
そ
ん
な
心
配
は
要

り
ま
せ
ん
。
び
っ
く
り

す
る
く
ら
い
の
低
費
用

で
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
が
取
得

で
き
ま
す
。
炊
飯
協
会

１　ＨＡＣＣＰとは
２．�ＨＡＣＣＰ支援法（正式名「食品の製造過程の管理の高度化に
関する臨時措置法」）について（厚生ＨＡＣＣＰとの違い）

３．炊飯協会の高度化基準
　　①高度化に必要なハード（施設・設備）の基準
　　②高度化に必要なソフト（管理基準・記録）の基準
４．お問い合わせから高度化計画の申請、完成検査までの流れ
５．日本政策金融公庫による融資のご案内

が
行
っ
て
い
る
事
前
ア

ド
バ
イ
ス
は
無
料
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
で
、
今
お
持
ち
に

な
っ
て
い
る
疑
問
に
全

て
お
応
え
い
た
し
ま
す
。

　

事
前
ア
ド
バ
イ
ス
は

経
営
者
様
が
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
に
ご
関
心
を
頂
き
、

炊
飯
協
会
に
「
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
知
り
た

い
」
と
お
電
話
い
た
だ

く
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
早
速
炊
飯
協
会

か
ら
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
専
門

家
が
工
場
に
お
伺
い
し
、

次
の
項
目
な
ど
に
つ
い

て
ご
説
明
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
前
ア
ド
バ

イ
ス
で
は
施
設
や
設
備

の
整
備
に
か
か
る
コ
ス

ト
を
出
来
る
だ
け
少
な

く
す
る
よ
う
に
、
現
状

に
合
わ
せ
た
ア
イ
デ
ア

を
提
案
い
た
し
ま
す
。

図
面
の
検
討
段
階
で
最

も
費
用
の
掛
か
る
清
浄

化
室
の
面
積
と
空
気
清

浄
化
装
置
の
仕
様
（
換

気
回
数
や
陽
圧
回
数
に

関
す
る
風
量
計
算
）
に

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
手
法
に
よ
る
食
品
製
造
の
衛
生
管
理
が
、
食
品
の
安
全
性
の
向
上

に
有
効
な
管
理
手
法
で
あ
り
、
ま
た
本
年
６
月
か
ら
は
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た

衛
生
管
理
が
義
務
化
と
な
り
ま
す
。

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
取
得
の
お
手
伝
い
を
す
る
無
料
の
コ
ン
サ
ル
テ
イ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

（
事
前
ア
ド
バ
イ
ス
）
を
当
協
会
は
行
っ
て
お
り
、
事
前
ア
ド
バ
イ
ス
の
制
度
と

炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

つ
い
て
は
特
に
注
意
を

払
い
、
オ
ー
バ
ー
ス
ペ

ッ
ク
に
な
ら
な
い
よ
う

十
分
に
検
討
し
ま
す
。

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
対
応
工

場
と
い
う
名
の
も
と
に
、

必
要
以
上
に
床
面
積
を

増
や
し
た
贅
沢
な
設
計

を
提
案
す
る
業
者
が
時

折
見
ら
れ
ま
す
。
炊
飯

協
会
は
、
必
要
最
小
限

の
投
資
額
に
抑
え
る
よ

う
に
不
要
な
施
設
は
減

ら
す
よ
う
、
設
計
業
者

も
含
め
て
施
工
主
と
十

分
議
論
を
重
ね
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
特
に

交
差
汚
染
を
防
ぐ
為
の

製
品
の
導
線
、
作
業
者

の
導
線
に
は
十
分
注
意

を
払
っ
て
い
ま
す
。

　

写
真
―
１
は
炊
い
た

ご
飯
を
釜
か
ら
出
し
て

ほ
ぐ
し
、
コ
ン
テ
ナ
に

充
填
す
る
最
も
微
生
物

学
的
に
汚
染
を
防
止
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
清

浄
化
室
を
、
非
常
に
コ

ン
パ
ク
ト
に
纏
め
た
事

例
で
す
。
天
井
の
左
側

に
ヘ
パ
フ
ィ
ル
タ
ー
の

吹
出
し
口
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
清
浄
化
室
内

は
高
度
に
清
浄
度
（
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
基
準　

ク
ラ
ス

１
０
０
，
０
０
０
）
が

保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
―
２
は
前
処
理

室
で
す
が
、
デ
ッ
ド
ス

ペ
ー
ス
を
う
ま
く
利
用

し
て
掃
除
用
具
を
収
納

し
て
い
る
事
例
で
す
。

掃
除
用
具
は
乾
燥
す
る

よ
う
ぶ
ら
下
げ
て
床
に

付
か
な
い
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
工
場
レ
イ
ア
ウ
ト
に

も
い
ろ
い
ろ
と
ア
イ
デ

ア
を
提
案
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
取
得

す
る
に
は
文
書
類
の
作

成
が
大
変
と
い
わ
れ
ま

す
。
幸
い
炊
飯
は
設
備

が
多
少
異
な
っ
て
も

製
造
過
程
は
す
べ
て
同

じ
で
す
か
ら
、
雛
形
と

な
る
文
書
類
を
参
考
に

し
て
分
か
り
や
す
い
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
記
録
文
書

の
作
り
方
も
指
導
い
た

し
ま
す
。
製
造
管
理
基

準
書
を
基
本
に
衛
生
管

理
の
た
め
の
記
録
か
ら

原
材
料
の
ト
レ
サ
ビ
リ

テ
ィ
ー
の
た
め
の
記
録

（
炊
飯
協
会
で
は
精
米
は

じ
め
多
く
の
原
材
料
の

ト
レ
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を

重
要
視
し
て
い
ま
す
）、

一
般
衛
生
管
理
の
た
め

の
記
録
ま
で
、
担
当
の

方
と
何
遍
も
打
ち
合
わ

せ
を
繰
り
返
し
、
完
成

度
を
高
め
て
ゆ
く
お
手

伝
い
を
致
し
ま
す
。

　

事
前
ア
ド
バ
イ
ス
と

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

当
協
会
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

認
証
し
た
工
場
に
対
し

て
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
が
順

調
に
運
用
で
き
て
い
る

か
、
ハ
ー
ド
の

基
準
（
清
浄
化

室
の
粉
塵
量
の

基
準
）
が
維
持

さ
れ
て
い
る
か

【事前アドバイスのポイント】
①必要な設備を　
②オーバースペックでなく
③できるだけ少ないコストで
④現状に合わせた提案

の
確
認
の
た
め
、

外
部
検
証
と
し
て

年
１
回
工
場
の
監

査
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
監
査
の

結
果
、
問
題
な
い

こ
と
が
確
認
で
き

れ
ば
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

の
「
更
新
の
認
定
」

を
行
な
い
ま
す
。

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
支
援

法
に
よ
る
高
度
化

計
画
の
認
定
は
、

計
画
段
階
の
認
定

で
終
わ
り
ま
す
が
、

当
協
会
は
さ
ら
に

年
１
回
の
監
査
を

行
い
、
管
理
レ
ベ

ル
の
維
持
・
向
上
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写真－１写真－２

　　
炊飯製品ＨＡＣＣＰ認証までの流れ（当協会の２点の特徴（赤字部分））

１．経営者の判断で炊飯ＨＡＣＣＰに取り組むことを決定
２．日本炊飯協会に連絡、事前アドバイスを受ける。（無料）
３．ＨＡＣＣＰチームの編成および任命
４．新設か改修か。改修の場合現在の設備で申請可能かの判断
５．新設又は改修が必要な場合・高度化のための計画の作成
　　図面設計の段階で納得いくまでやり取りします。（設計変更可能なタイミング）
　　１）区画・隔壁の確認・動線・交差汚染の有無の確認
　　２）清浄化区域の清浄化設備の検討
　　３）その他の必須項目の確認
　　　　　金属検査機　コンテナ洗浄、殺菌装置
　　４）必須項目以外の改修が必要な項目の確認
６．高度化に関する資料の作成
　　１）図面の作成　設備配置図、清浄化区域の明示、作業者の動線、製品の動線
　　２）製造過程、危害分析、重要管理点の設定（ＣＣＰ整理表）
　　３）申請書添付資料の作成　清浄化区域の風量計算書
７．高度化に関する申請書提出　( 事業者→協会 )
　　高度化計画認定申請書　　　　　 
　　　　必要添付書類（ハード）
　　　　　①設備配置、清浄化区域、作業者・製品の動線を明示した図面
　　　　　②清浄化区域に関する風量計算書
　　　　必要添付書類（ソフト）
　　　　　①ＨＡＣＣＰチーム編成表
　　　　　②製品説明書、製造過程図、危害分析表、ＣＣＰ整理表
　　　　　③製造管理基準書
８．書類審査後現地にて認定審査　（高度化計画認定通知書）
９．工事着工（ＨＡＣＣＰに関係の無い部分は先行して着工可）
１０．事前運用体制 ( ソフト ) の整備
　　　管理基準書 ･ 作業手順書 ･ 記録書等の整備
１１．高度化計画完了報告　（事業者→協会）
　　　施設整備および事前運用体制整備完了報告書の提出
１２．完成検査
　　　ハードと管理基準書・作業手順・記録書のチェック
　　　合格後認定証明書発行　（協会→事業者）
１３．監査
　　　一年経過後から年１回の監査を行い認定の更新を行なう
　　　ハードの維持と記録書類（ＨＡＣＣＰの運用）の確認
　　　「更新認定」　（協会→事業者）

ＨＡＣＣＰとは
アメリカ宇宙局（ＮＡＳＡ）がアポロ計画で月に人類を送ろうとしたときに、絶対に安
全な食料を製造する為に開発した衛生管理手法です。原材料の受入れから製造・出荷ま
での全工程において、危害防止につながるポイントを連続的に監視 ･ 記録することによ
り、製品の安全性を確保するシステムです。

ＨＡＣＣＰ支援法
ＨＡＣＣＰ支援法（正式名称「食品の製造過程の管理の高度化に関する臨時措置法」）は、
食品製造業者が製造過程の管理の高度化を図るために、ＨＡＣＣＰ手法を導入する場合
の施設整備に対して融資面から支援する法律です。

高度化計画認定手数料（炊
飯協会）
　炊飯協会会員 ５.5 万円
　会員外　    　 ２2 万円
 （いずれも消費税込み）

　その他旅費・交通費は実
費請求いたします
　事前アドバイスについて
は旅費・交通費の実費のみ
でアドバイス費用は頂きま
せん。


